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― 表　紙 ―

能登町　柳田植物公園内の２万２千平方メートルもある芝生広場に能登町各地区のキリコが
並びます。
野外ステージでイベントが開催されるほか、能登町の特産品の屋台が勢ぞろいします。　
夜にはキリコの真上に花火が打ち上がり、夏の夜空を彩ります。

（写真提供）　辻野　実　氏



　

ۚ ୔ ຊ ෦

青年部と女性部は協力して、８月５日（土）にエ

レキスクールを近隣の小学生４～６年生19人が参

加して、組合会館で開催した。今年は例年と趣を

変え、電気の大切さをより実感してもらうために

工夫を凝らした。最初に星や昆虫、海の生物など

のイラストを描いたＬＥＤランタンを作成した。

その後にランタンを手に数人で暗室の中に入り、

クイズに答えるゲームを行った。最後にクイズに

正解した子供たちには『未来電気工事士認定証』

をプレゼントしました。　

白山支部では、８月25日に田村白山市長にも

参加して戴き、白山市松任総合運動公園と鶴来

総合文化会館クレイン（白山市鶴来町）の電気

設備清掃及び点検、周辺の清掃作業を実施致し

ました。

河北支部では、７月７日に内灘町総合運動公園

の電気設備清掃及び点検、周辺の清掃作業を実施

致しました。

令和５年度  電気使用安全月間活動報告
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能登本部 青年部長 

ຊ　ࢁ　大　ี
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今年度は宝達志水町教育委員会の協力のもと、

宝達志水町民センターアステラスにて昨年度に続

き、エレキスクールを開催することができまし

た。

新型コロナウィルスが２類から５類に移行し、

行動制限が緩和されていく中で、今年度は23名の

子供たちと父兄の方に参加いただき、にぎやかに

開催できたことを本当に嬉しく思います。

今回はＬＥＤランプを作成したのですが、子供

たちが細かい作業等を真剣なまなざしで頑張り、

完成した時の嬉しそうな笑顔をみていると、今後

の青年会活動のモチベーションになっていくと実

感しております。

当日は稲垣能登本部長をはじめ、親会の方々に

多数出席、お力添えを頂き電気の無料相談や電気

使用安全月間のＰＲにキャラバン隊として施設を

訪問頂きました。ありがとうございました。

エレキスクールは能登本部の一週前に金沢本

部、加南本部も開催しており、様々なアイディア

や事例を共有できました。部員数が減少していく

中、３本部が協力、連携して活動をしていく事も

必要になってくると考えています。

こうした活動を通じて電気工事業界がさらに認

知され、盛り上がっていく事を願っています。
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大型看板の設置

　電気使用安全月間ＰＲ大型看板設置（加南本部

会館壁面）

広報活動

８月１日～31日　社有車ステッカー貼付広報活動

８月１日～31日　�電気使用安全月間ＰＲポスター

コンクール　応募作品９点

最優秀賞　中田蒼唯さん

（小松市立第一小学校６年）

８月５日　電気教室「エレキスクールin小松2023」

　　　　　開催

場所：小松市民センター　小学生児童

　　　36名参加　青年部員14名参加

第一部　�電気の安全な使い方や電気の

仕組み、節電について

第二部　工作教室　ソーラーカー製作

講習会・安全指導の実施

　自主安全パトロール

　�（電気使用安全月間中の）実施回数６回　

　　延べ参加者18名　13現場

８月２日　加賀支部夏季研修会　８名参加

テーマ

　�「地球温暖化防止対策について」

講師：�石川県　カーボンニュートラル

推進課　担当課長　岡　秀雄氏

Ճ ೆ ຊ ෦
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文化財等の電気設備点検

８月２日　重要文化財の電気設備点検

　　　　　�「小松天満宮」

月間出発式

８月１日　�石川電気安全サービスの月間ＰＲ活動

出発式
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○営業所の部
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  代表取締役　　　　

大 竹　和 彦  氏

電気保安功労者表彰式

が８月25日、富山市で行

われ大竹電機株式会社　代表取締役　大竹和彦氏

（当組合理事・金沢副本部長）が永年にわたり電

気保安確保と電気工事業界の発展に尽くされた功

績が認められ受賞されました。心よりお祝い申し

上げます。

同社は、昭和42年�大竹成和（現会長）が、大

竹電機商会として電気設備工事を開業し、昭和57

年４月、法人組織に変更し現在に至っている。北

陸電力送配電㈱外線・引込線・内線施工者、北陸

電力㈱のｅドクター認定店として一般用・自家用

電気工作物の設計施工を現在まで56年間の永きに

わたり官公庁及び一般需要家等で多くの工事実績

がある。

また、電気保安確保と安全作業、施工品質向上

を経営の最重点に掲げ、従業員の教育、免許資格

取得、安全教育に積極的に取組み人材育成を経営

理念に、関係団体主催の研修会や講習会に積極的

に参加するとともに、新技術を先取りし新分野に

も意を注ぎ事業拡大を図る等健全な発展を続けて

いる。職場の自主安全管理活動を社内一丸となっ

て確実に遂行し、創業以来、無災害を継続し堅実

な事業運営を行っている。

さらに、200Ｖ機器の普及促進及び200Ｖ配線の

推奨など優良安全配線の推進等に力を注ぎ、地球

温暖化防止策としてのＣＯ２削減へ向けての省エ

ネ対応機器のエコキュートをはじめエコ関連200

Ｖ機器の普及拡販に意を注ぎ、オール電化・省エ

ネフェア、キャンペーン等で多くの実績をあげて

いる。また、お客様設備の電気保安確保に大きく

貢献しており、この事に対し、北陸電力株式会社

はじめ北陸電気工事組合連合会等から表彰されて

いる。

ＩＳＯでは、「ＩＳＯ9001：2015」「ＩＳＯ14001：

2015」を取得し、品質管理と品質保証に努めてお

り、お客様からの信頼も高く評価されている。

地域においては、防災井戸ポンプ設備点検、防

災無線点検等ボランティア活動や毎年実施してい

る電気使用安全月間行事での街路灯点検清掃、地

下道の蛍光灯清掃活動に積極的に参加している。

今後のご活躍が更に期待されるものであります。

令和５年度

電気保安功労者表彰
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○電気工事士の部

๺཮ిؾઃඋ᷂　　　　

菊 田　三 雄  氏

永年にわたり電気保安

に特に顕著な功績があっ

たことが認められ、北陸電気設備㈱　代表取締役　

菊田三雄氏が受賞されました。心よりお祝い申し

上げます。

同氏は、昭和62年３月より北陸電気設備㈱を創

業し同時に石川県電気工事工業組合に加入した。

現在までの35年間に亘り北陸電力送配電㈱の内線

工事施工者として、そして施工品質の高い工事を

手掛け得意先は勿論、一般需要家からも高い信頼

を得ている。

人格円満にして常に組合員とも融和を心掛け、

関係法令を順守し当組合能登本部の講習会及び関

連団体の七尾内線工事研究会研修会にも積極的に

参加し、技術研鑽向上等に努めている事からも手

直し等の不良工事は皆無である。作業安全面でも

自主安全管理活動等に積極的に取組み、当組合安

全衛生大会は勿論の事他の関連行事にも毎年参加

し安全意識高揚に努めている。

平成８年４月から石川県電気工事工業組合の総

代として能登本部の保守管理部長を務め、平成25

年４月から当組合理事能登本部羽咋支部長、能登

本部総務厚生担当理事として旺盛な熱意と卓越し

た指導力で日々尽力されている。自社はもとより

組合員の技術安全関係に取り組み、健康で優秀な

施高品質を重視し作業員に積極的に声掛け指導さ

れている。

地元住民との融和連携にも積極的に努め、親睦

等に寄与し感謝されている。地元においても、羽

咋市町会長連合会理事、町会長連合会会長等を歴

任し羽咋市町会長のトップに立ち長年にわたり町

づくりの推進と市政の進展に寄与し、その功績に

より羽咋市制記念日に羽咋市長より表彰されるな

どの功績は顕著である。

全๺཮ҕһ௕දজ҆ؾి˙

○営業所の部

౻ຊి᷂ػ　　　　

林　  悟　志  氏

永年にわたり電気保安

に特に顕著な功績があっ

たことが認められ、藤本電機㈱林　悟志氏が受賞

されました。心よりお祝い申し上げます。

同営業所は、昭和45年８月より藤本電機商会を

創業し翌昭和46年３月に石川県電気工事工業組合

に加入した。現在までの52年間に亘り一般電気工

作物並びに自家用電気工作物設計施工、施工品質

の高い工事を手掛け得意先は勿論、一般需要家か

らも高い信頼を得ている。

人格円満にして常に組合員とも融和を心掛け、

関係法令を順守し当組合能登本部の講習会及び関

連団体の七尾内線工事研究会研修会にも積極的に

参加し、技術研鑽向上等に努めている事からも手

直し等の不良工事は皆無である。作業安全面でも

自主安全管理活動等に積極的に取組み、当組合安

全衛生大会は勿論の事他の関連行事にも毎年参加

し安全意識高揚に努めている。

代表取締役　林　悟志氏は、令和３年４月から

現在に於いて石川県電気工事工業組合県監事とし

て、旺盛な熱意で日々尽力され組合員相互の融和

と協調性を果敢に重視し活動されている。

地域においても毎年恒例の七尾市祭等の提灯配

線工事や関連行事に積極的に参加協力され、優秀

な施工品質で安全作業に努め地域住民との融和連

携、活性化に大いに尽力されたことから、石川県

建築士会七尾鹿島支部より表彰状、七尾市長より

感謝状を受賞されている。
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○電気工事士の部

᷂ e�TE$　

  代表取締役　　　

高　田  　浩  氏

電気保安功労者表彰式

が８月25日、富山市で行

われ株式会社 e-TEC　代表取締役　高田浩氏が永

年にわたり電気保安確保と電気工事業界の発展に

尽くされた功績が認められ受賞されました。心よ

りお祝い申し上げます。

高田�浩氏は、現在、株式会社 e-TEC にて電気

工事に従事され今日まで通算25年間にわたり電気

工事を施工している。この間、関係法規を守り電

気工事士として技能の錬磨に努め、電気保安の確

保と工事品質の向上を図り、一般用電気工作物及

び自家用電気工作物の設計施工及び北陸電力送配

電㈱の内線工事施工者として、一般需要家及び北

陸電力㈱等で多くの実績がある。

経営にあたっては、電気保安確保と安全作業を

最重点に掲げ、内線工事研究会等関係団体の技術

研修会や安全講習会に積極的に参加するととも

に、自社内においても自主教育を実施する等不良

工事及び災害防止に努めている。この事に対し、

北陸電気工事組合連合会等からも表彰されている。

また、永年の経験と円満な人格により、令和３

年５月から２年間は、石川県電気工事工業組合理

事（金沢本部西部支部長）、内線工事研究会委員

として旺盛な熱意と卓越した指導力で尽力され、

自社はもとより組合員の技術、安全関係の指導・

教育に努められた功績は大なるものがあり組合の

発展と組合員の指導育成に活躍され、業界発展に

貢献された。また、令和元年５月より２年間にわ

たり石川県電気工事工業組合金沢本部電設部長を

務めた。

一方、地域においては、能美市に於いて町会長

として地域社会に貢献している。また、電気使用

安全月間行事では、地域の防災井戸調査等ボラン

ティア活動に積極的に参加している。

今後のご活躍が更に期待されるものであります。
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第16回 安全衛生大会

テ　ー　マ：『基本ルールの遵守徹底による労働災害撲滅』

スローガン：『人任せからの脱却と
　　　　　　　　積極的なリスク予知で災害防止に努めよう』

７月26日（水）にホテル日航金沢において第16回安全衛生大会を開催した。大会長である米沢理

事長の開会挨拶の後、ご来賓の北陸電力株式会社執行役員石川支店長の木村博喜様から祝辞、北

陸電力送配電株式会社石川支社技術担当部長の浅野淳一様から挨拶を頂戴した。その後、一般社

団法人�日本自動車連盟石川支部推進課事業係係長の辻浦�千久様を講師に迎え、「交通災害から

学ぶ労働災害の防止」と題し、記念講演が行われた。

また、安全指導員の委嘱状交付も行われ、これから２年間、安全指導員としてパトロールなど

の活動を行うこととなる。最後に中村県青年部長による安全大会宣言とゼロ災の掛け合いコール

を実施、稲垣委員長による閉会挨拶があり、「ゼロ災」の達成に向けて決意を新たにした。
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第 35 回電気工事業全国大会（東北・福島大会）開催概要 
 

1．大会基本理念 

1) 業界に内在する諸課題について討議、もって組合員の固い絆のうえに､業界のあるべき姿

を模索する。 

2) 業界の存在価値の高揚を図る観点から、業界の実情を地域社会に対し発信する。 

3) 全国団体であるネットワークを更に活用し、横に拡げ頑張る組合員支援に資する事例の紹 

介、需要創造の方策を討議し、「組合員の道を拓く機会、気づき」に資する場とする。 

4) 次代を担う青年部/女性部の資質向上ならびに時代のトレンドを見据えた大会を目指すこ

とを目的に、青年部/女性部の斬新な発想・企画による大会企画も視野に入れる。 

2．開催年月日 2023 年（令和 5 年）10 月 25 日（水）～26 日（木） 

3. 主な行事 

および 

開催場所 

   

○10 月 25 日（水）[意見交換会]             ※JRA 福島競馬場 
○10 月 26 日（木）[組合活性化研修会]          ※JRA 福島競馬場 
         [大会式典]              ※福島市音楽堂 
         [交流会]               ※JRA 福島競馬場 
         [企業展示・物産展・パドックイベント] ※JRA 福島競馬場 
 
※ JRA福島競馬場 
  〒960-8114 福島県福島市松浪町 9-23 
※ 福島市音楽堂 
  〒960-8117 福島県福島市入江町 1-1 

4．主 催 全日本電気工事業工業組合連合会 

5．主 管 東北七県電気工事組合連合会 

6．企画・運営 福島県電気工事工業組合 

7．大会テーマ 【メインテーマ】 
ẐਤዓӧᏡễᅈ˟ẑ ửếẪỦ  

 ʙಅồỉਪ৆ὲ߻Ẫ᫂ờẲẟᩓൢࢍ

【 サブテーマ 】 
ಅမỉசஹỊẐọểếẆọểếẆܱྵẴỦẑ ẮẮẆỐẪẲộẦỤ 

      έႆ̮ὉႆᡶẆẟằẆỊẾẲỮὲ 

2

第35回電気工事業全国大会（東北・福島大会）開催概要

（東北：福島）

オンライン配信（ＷＥＢ視聴）について
1．配信日時

2023（R5

　 ①組合活性化研修会（JRA福島競馬場）

9

　 ②大会式典（福島市音楽堂）

2．オンライン配信（ＷＥＢ視聴）について

 ★視聴用ＵＲＬ（YouTubeＬＩＶＥの全国大会専用ＵＲＬ）

→https://youtube.com/live/KkLTlEopL1w?feature=share
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女性部は６月12日（月）、北陸電力株式会社との交流事業を組合会館で開催した。当日は女

性部からオンライン参加を含め12名が参加、北陸電力株式会社石川支店からはサービス課と

工事課から４名の女性従業員が参加した。

北陸電力から最初に電力事業の概要を行った後、女性部からの要望が多かった申し込みな

どに対して意見交換を行った。意見交換では活発な意見が交わされ、女性部同士の意見交換

の場にも繋がった。

女性部では今後とも外部との交流を継続し、新たな知見を広め、女性部・事業所での活動

に生かしていく所存だ。

北陸電力㈱女性従業員との交流事業
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７月４日� 外引新任班長教育

７月９日� 第一種電気工事士定期講習会

� （県地場産業振興センター）

７月12日� 内工研幹事会（電力）

７月13日� 県立工業高校意見交換会

� 青年部定例会　

７月15日� 第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会９:00

７月16日� 第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会

７月19日� 金沢本部役員会

� 引込線事業所訪問

７月20日� 引込線事業所訪問

７月21日� 第一種電気工事士定期講習会

� （県地場産業振興センター）

７月26日� 組合安全衛生大会（ホテル日航）

� 　
７月27日� 内工研委員会（電力）

７月28日� 安全部臨時施設パトロール

� 安全部部会

８月５日� エレキスクール

８月21日� 県電設委員会

� 文化財等の電気設備点検

８月22日� 外線事業所訪問

８月23日� 外線事業所訪問

８月24日� 外線事業所訪問

� 河北支部計測器照合試験

８月25日� 外線班長研修

８月26日� 第一種電気工事士（筆記）講習会

８月27日� 第一種電気工事士（筆記）講習会

８月28日� フルハーネス特別教育

金沢本部

●●●●● 各本部だより ●●●●●
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８月30日� 青年部�経営講習会

９月２日� 第一種電気工事士（筆記）講習会③

９:00～16:00

９月３日� 第一種電気工事士（筆記）講習会④

９:00～16:00

９月５日� 県広報委員会

９月９日� 第一種電気工事士（筆記）講習会⑤

９月10日� 第一種電気工事士（筆記）講習会⑥

９月12日� 金沢本部役員会

� 外線・引込線特別安全パトロール

９月14日� 女性部執行部会議

� 金沢本部青年部定例会

９月16日� 青年部部員交流会

９月20日� 活線認定教育（新規）

９月21日� 活線認定教育（新規）

９月26日� 安全衛生特別教育（金沢市異業種会館）①

� （対象支部　兼六・犀川東・犀川西・

河北）

白山支部計器照合試験

９月27日� 白山支部計器照合試験

９月28日� 通知業者特別教育研修会（異業種会館）

� 安全衛生特別教育（金沢市異業種会館）②

� （対象支部　みなと・西部・白山）

９月30日� 県青年部女性部意見交換会

15:00（東急ホテル）

�
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７月４日　安全協力会安全祈願祭（珠洲地区）

　 〃 　　新任班長教育（於：県本部）

７月５日　安全協力会安全祈願祭

� �（能登、輪島地区）

７月10日　安全協力会安全祈願祭（七尾地区）

７月11日　安全協力会安全祈願祭（羽咋地区）

７月13日　安全協力会安全祈願祭（志賀地区）

７月19日～21日　�配電専門能力育成（中堅社員）

教育

７月26日　安全衛生大会（於：ホテル日航金沢）

８月２日～24日　絶縁防保護具耐電圧試験

８月４日　配電委員会（於：県本部）

８月７日　安全協力会夏期役員パトロール

８月11日　青年部エレキスクール、キャラバン隊

広報活動、無料相談所開設

　　　　　�（於：宝達志水町アステラス　他）

８月21日　電設委員会（於：県本部）

　 〃 　　計測器等校正試験～９月15日

８月23日　内工研合同パトロール

� �（於：羽咋市　永光寺）

８月24日　フルハーネス特別教育

８月25日　保安功労者表彰式

・�中部近畿産業保安監督部長表彰

　�（電気工事士の部）

　北陸電気設備㈱　菊田三雄氏　受賞

能登本部
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・保安功労北陸委員長表彰

　�（営業所の部）

　藤本電機㈱　林　悟志氏　受賞

８月26日～９月30日

 第１種電気工事士学科講習会

� 受講者３名

９月５日　広報委員会（於：県本部）

９月７日　第１種電気工事士定期講習会

� �（於：七尾サンライフプラザ）

９月12日　配電工事特別安全パトロール

� �（於：金沢市）

９月20日～21日　新規活線近接作業員認定教育

� 　　　�（於：県本部）

９月22日　役員会及び計器出庫窓口説明会

９月27日　災害疑似体験会（於：北陸電力）

９月30日　県青年部意見交換会

� �（於：金沢東急ホテル）
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７月４日　第１回広報厚生委員会　６名

� 令和５年度事業計画について

７月５日　第１回技術委員会　９名

� 令和５年度事業計画について

７月11日～８月８日　 内線工事現場自主安全パト

ロール　小松支部：16回

７月12日　安全祈願祭�【小松支部】本折日吉神社

� 　　　　　�【加賀支部】加賀江沼神社

７月12日　電気使用安全月間ＰＲ大型看板設置

７月13日　技術委員会・青年部「高校生ものづく

りコンテスト」打合せ　３名

７月14日　加賀労働基準協会　

� 通常総会・第２回理事会

７月24日～25日　�計測器・トルクドライバー校正

試験　加賀支部

７月25日　小松労働基準協会　

� 定時社員総会・理事会

７月28日　第２回企画経営委員会　５名

� 組合員アンケート調査について

７月28日　技術委員会・青年部「高校生ものづく

りコンテスト」審査員　３名

８月１日　電気使用安全月間ＰＲ活動出発式　

� 石川電気安全サービス

８月２日　重要文化財電気設備点検　小松天満宮

８月２日 加賀支部「道路クリーン作戦」熱中症

アラート発令により中止

８月２日　加賀支部夏季研修会　　８名参加

テーマ「地球温暖化防止対策について」

講師：石川県　カーボンニュートラル

推進課　担当課長　岡　秀雄氏

８月５日　電気教室「エレキスクールin小松2023」

� 開催　小松市民センター

小学生児童　36名参加　

青年部員　　14名参加

第一部　�電気の安全な使い方や電気の

仕組み、節電について

第二部　�工作教室　ソーラーカー製作

８月21日～25日　圧縮工具圧力試験

８月22日～８月31日　 内線工事現場自主安全パト

ロール　加賀支部：７回

８月22日　安協交差パトロール　能美市福島町地

内（北電工現場）　６名

８月25日　フルハーネス特別教育　３名

加南本部
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８月26日～10月１日　 第一種電気工事士筆記試験

講習　全６回　受講者２名

８月29日　安全委員会「安全行動宣言（感電死亡

災害の防止）」の各職場掲示

９月１日　外壁看板取替　安全月間→エコキュート

９月５日　機材倉庫完成　機材搬入

９月８日　第２回広報厚生員会　６名　

電気使用安全月間ポスターコンクール

審査

９月11日　小松商工会議所

� 小規模企業振興委員連絡会

９月11日～16日　６日間　活線防保護具耐圧試験

９月12日　第３回企画経営委員会　６名

９月12日　県配電工事特別安全パトロール　５名

９月15日 電気使用安全月間ポスターコンクール

表彰

� 最優秀賞　中田蒼唯さん

� 　　　　　（小松市立第一小学校６年）

９月15日　小松労働基準協会　安全衛生委員会

９月20日～21日　新規活線認定教育　１名

９月26日～28日　３日間

� 　　　間接活線工具耐圧試験
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日頃より青年部活動にご理解、ご支援、ご協力

を賜りまして深く感謝申し上げます。

県青年部の活動を報告致します。小学生を対象

としたエレキスクールを８月５日（土）に加南、金

沢で、８月11日（金）に能登で開催しました。加南

本部では電気に関するクイズを今年から一新し、

正しい電気の使い方は勿論、停電が発生したとき

や災害時に役立つ知識をクイズに取り込み、親子

に楽しんでいただきながら電気の大切さを実感し

ていただきました。加南本部で作っていただいた

クイズは各本部で共有させて貰いました。

金沢では女性部と合同で「絆」をテーマに子供

にＬＥＤランタンを工作してもらい、当会館５階

が停電したと想定し、暗闇の中ＬＥＤの灯りを頼

りに互いが協力しあって宝探しゲームを行いまし

た。ゲームの中で電気の大切さと協力する大切さ

を実感してもらいました。能登本部では今年から

加南本部で作っていただいたクイズを実施。子供

達からはとてもわかりやすかったと大好評でし

た。クイズのおかげでＬＥＤランプ工作も盛況

だったとの事でした。

子供の参加人数は加南50人、金沢19人、能登23

人の合計92名、協力していただいた青年部員は30

名、女性部は３名、本会様は９名でした。エレキ

スクールを企画実行していただいた各本部青年部

長はじめ、青年部員、女性部、本会様に改めて感

謝申し上げます。

９月30日（土）に青年部・女性部合同の意見交換

会を実施しました。テーマは「組合のメリットを

ブラッシュアップしよう」です。ブレーンストー

ミング形式で行いました。様々なアイディアが出

てきましたし、交流も深まりました。本会様に共

感していただけるアイディアもあると思います。

アイディアにつきましては改めてまとめたものを

ご報告させていただきます。

引続き本会様のご指導、ご鞭撻賜りますようお

願い申し上げます。

●●●●● 青年部だより ●●●●●

県青年部長

　中　村　栄太郎
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2023（令和５）年３月３日、石川県電気工事工業

組合女性部が設立されました。皆様の多大なるご

尽力により、女性部20名で晴れてスタートするこ

とができました。

女性部設立の話が出た時は、まだコロナも収ま

らない時期でしたが、何度も会議を重ねながら、

先ずは女性部設立という一つの目標を達成するこ

とができました。本会、青年部の皆様をはじめ、

組合に関わる全ての皆様の大きなお力を頂きまし

た事を女性部一同改めまして心より感謝申し上げ

ます。

電気工事業界で、女性という個性を認知してい

ただくには、女性従事者がまだまだ少ないという

のが現状の中、女性部の立ち上げはとても貴重で

あり、これからの業界の未来へつなげていく大き

な武器になると、とても期待しております。

その為に私たちができる事が何なのか？それを

一つ一つ考え、そして実行して結果に残していく。

それが私たちの役割ではないかと考えております。

石川県電気工事工業組合女性部は全国で11番目

の設立となりました。全国47都道府県に女性部を

設立することを目標に全日電工連を中心に全国か

ら女性部の代表が集まり活動をしております。今

現在13の女性部が設立しております。

男性社会の業界の中で、いかに女性が輝き、女

性という武器を生かしていけるか？私が女性とし

てこの業界に携わりながら思うことの一つに、男

性の力はやはり偉大であり、頭を並べて女性が活

躍するという考え方ではなく、女性にしかできな

い事を確立していく。女性ならではの細やかな考

え方や、しなやかな作業力などの充実化を実現し

ていく。お互いの特徴そして長所を生かしながら

短所を補っていく事を行動力に生かしていけば本

物の強力化に繋がり結果的に素晴らしい事業工程

が作り上げられるのではないかと考えております。

石川県電気工事工業組合女性部はまだ走り始め

たばかりです。私は部長という大きな役目を頂き

ました。たくさんのご尽力を頂いている皆様に「女

性部」という組織に対して期待を持って頂けるよ

う女性部執行部を中心とする21名（現在）力を合

わせ、全身全霊でがんばって参ります。

これからも大きなご協力をどうぞよろしくお願

い申し上げます。

女性部長

　中　村　志　保

女性部だより
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第一種電気工事士免状をお持ちの方で、

・定期講習をお忘れではありませんか？

・前回の受講日から５年を超過していませんか？

・５年前に新規取得者された方で未受講の方はいませんか？

お手元の免状をご確認ください。

　また、お手元に「定期講習申込書」をお持ちの方は、

下記日程よりお選びください。

開催予定日 曜日 予　定　会　場 申　 込 　先

令和5年12月6日 水 石川県地場産業振興センター（本館）

石川県電気工事工業組合
令和5年12月7日 木 石川県地場産業振興センター（本館）

令和6年1月18日 木 石川県地場産業振興センター（本館）

令和6年3月27日 水 石川県地場産業振興センター（本館）

第一種電気工事士の皆さんへ

第一種電気工事士定期講習会開催予定表
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全日電工連認定損害保険制度の概要

石川県電気工事工業組合 「任意労災制度」
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全日電工連の生命保険

病気

業務外

災害

業務上

全日電工連グループ共済制度幹事会社

住友生命保険相互会社

制度の推進を
承っております
幹事会社住友生命
より、訪問の上、
詳しい説明をさせ
ていただいており
ます。

金沢支社

〒920-8632 石川県金沢市上堤町1−18
住友生命金沢上堤町ビル７Ｆ

℡076-231-1283

※ご加入にあたっては
こちらのパンフレットを必ずご覧ください。
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 年次有給休暇 を上手に活用し働き方・休み方を見直しましょう
●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

年次有給休暇औಘଅਐಛઃαΠτ

ްੜ労働ল ౎ಓ෎ݝ労働ہ 労働ج४؂ಜॺ

年休取得促進
特設サイト▶

10月は「年次有給休暇
 取得促進期間」です。
10月は「年次有給休暇
 取得促進期間」です。

秋
の
休
暇
を
楽
し
ん
で

心
に
残
る
思
い
出
を
。

秋
の
休
暇
を
楽
し
ん
で

心
に
残
る
思
い
出
を
。
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2）日数 付与日数から５日を除いた残りの日数を計 画 的 付 与 の 対 象 にできます 。

年次有給休暇の付与日数が10日の労働者 年次有給休暇の付与日数が20日の労働者

◎前年度取得されずに次年度に繰り越された日数がある場合には、繰り越し分を含めた付与日数から５日を引いた日数を計画的付与の対象とすることができます。

例 1 例 2

5日 5日 15日 5日
事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる 事業主が計画的に付与できる 労働者が自由に取得できる

3）活用方法
方式 年次有給休暇の付与の方法 適した事業場、活用事例

企業、事業場の実態に合わせたさまざまな付 与 の 方 法 があります 。

全従業員に対して同一の日に付与

班・グループ別に交替で付与

個人別に付与

製造部門など、操業を止めて全従業員を休ませることのできる事業場などで活用

流通・サービス業など、定休日を増やすことが難しい企業、事業場などで活用

年次有給休暇付与計画表により各人の年次有給休暇を指定

一斉付与方式
交替制付与方式
個人別付与方式

　「年次有給休暇の計画的付与制度」とは、年次有給休暇の付与日数のうち5日を除い
た残りの日数について、労使協定を結べば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる
制度です。この制度の導入によって、休暇の取得の確実性が高まり、労働者にとっては予
定していた活動が行いやすく、事業主にとっては計画的な業務運営に役立ちます。

年次有給休暇の計画的付与制度を導入しましょう。

 年次有給休暇 を上手に活用し
働き方・休み方を見直しましょう

年次有給休暇を土日と組み合わせると、連続休暇になります。
また、      点囲みのような日に年次有給休暇をさらに組み
合わせること（プラスワン休暇）も考えられます。

例えば、毎週金曜日に
年次有給休暇の計画的付与を活用すると？

1）年次有給休暇付与計画表による
　 個人別付与方式の導入例

2023年１０月

日 月 火 水 木 金 土
2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

Aさんの
計画年休

Bさんの
計画年休

年休の計画的付与期間

この期間に個人ごとに
計画年休を取得

スポーツの日 プラスワン休暇

それぞれの方式に関する労使協定や就業規則などの例は
『年次有給休暇取得促進特設サイト』をご確認ください ▶ 年休取得促進

特設サイト

年５日の年次有給休暇を確実に取得しましょう。

年次有給休暇の付与は原則1日単位ですが、労使協定を結べば、年5日の範囲内で、時間単位の取得が可能となります。
労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に役立ちます。

全ての企業において、年10日以上の年次有給休暇が付与される労働者に対して、
年次有給休暇の日数のうち年5日については、使用者が時季を指定して取得させることが必要です。

労使協定によって時間単位の年次有給休暇の活用もできます。

※分単位など時間未満の単位での取得は認められません。また、時間単位の年次有給休暇の取得分については、確実な取得が必要な 5日間から差し引くことはできません。

－ 23－



－ 24－



－ 25－



－ 26－



７月４日

９日

10日

11日

12日

13日

19日

21日

24日

26日

28日

８月４日

７日

21日

23日

24日

25日

26日

28日

９月５日

７日

８日 会議）

 理事会（全日電工連）

12日 配電工事特別安全パトロール

 事務担当者研修会

  （全国労働保険事務組合連合会石川支部）

21日 事務局責任者会議（全日電工連）

● 組合事務局日誌 ●

こ う ΄ う     ୈ 15̕ ߸

発   行 2023年 1 0月 2 0日

発行所 石川県電気工事工業組合
 金沢市新保本4－65－22
 TEL（076）269－7880㈹
 FAX（076）269－7881




